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Pancreas-visceral fat CT value ratio and serrated pancreatic contour are 

strong predictors of postoperative pancreatic fistula after 

pancrea ticoj ej unos tomy 

【主論文審査結果の要旨 】

著者らは論文において下記の内容を述べている。

背景・目的 ：膵管空腸吻合術後の膵液痰の重要なリスク因子として、 softpancreasが挙

げられる。しかし、この判断は術中に術者の膵触知によってなされ、極めて主観的なもの

である。本研究では、膵管空腸吻合術後の膵液痰のリスク因子を術前に同定し、膵液痰高

リスク群を術前に選別することが可能か検討した。

方法： 2007年か ら2016年に膵管空腸吻合による膵頭十二指腸切除術を施行された298人の

うち、 術前CTにて評価可能であ った262人を対象とした。膵実質CT値、膵実質／内臓脂肪

CT値、膵形態などの術前CT所見を含む様々な因子についてリスク解析を行った。膵形態

は、術前CTを用いて、 smoothtype (正常膵 ：膵辺縁が滑らか）とserratedtype (鋸歯

状膵：膵辺縁が不整で凹凸）に分類した。

結果：対象となった262人のうち、術後膵液痰GradeB/Cは27人 (10.3%) に認めた。Gr

ade Bは23人 (8.8%)、GradeCは4人 (1.5%)であった。多変量解析の結果、高い膵実

質／内臓脂肪CT値 (p=0.002) 、鋸歯状膵 (p=0.02) 、化学放射線治療の非既往 (p=O.O

19)が術後膵液痰GradeB/Cのリスク因子として挙げられた。膵実質／内臓脂肪CT値のc

ut off値は-0.40(AUC:0. 711) であ った。 Softpancreas症例 (n=123) において、膵

実質／内臓脂肪CT値<-0.40かつsmoothtypeの場合、術後膵液痰GradeB/Cは0%(0/5 

7) であ ったのに対し、膵実質／内臓脂肪CT値 ~ - 0.40か つ serrated typeの場合、術後

膵液痰GradeB/Cは45.0%(9/20) と高率であり 、全症例 (n=262) と比較してもより顕

著であった。 Softpancreas症例 (n=123) において、高リスク群と低リスク群の切除標



本の膵切離断面の膵実質比率を比較すると、高リスク群は低リスク群と比較して、有意に

膵実質比率が低かった (62.8%vs 81.5%, p=0:00002)。

結論：膵実質／内臓脂肪 CT値と鋸歯状膵は、膵管空腸吻合術を施行された患者にお

いて、術前に術後膵液痰高リスク群を予測するための有用な因子である。

以上のように本論文は、膵管空腸吻合による膵頭十二指腸切除術施行予定患者の術

前 CTに着目し、膵実質の質の評価と膵形態を分類した。術前の膵実質l内臓脂肪 CT

値 ~-0.40 と鋸歯状膵は術後膵液痰を予測する有用な因子であることを示した。また、

この結果をもとに、術後膵液痰発症の予測を可能にする膵液痰リスク分類カテゴリー

を提唱した論文であり、 学術上極めて有益であり、学位論文として価値あるものと認

めた。
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